
ふくおか
地域貢献活動サポート事業

のご紹介

コラボステーション福岡 協働班
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・開始時間（１０：００）までお待ちください。

・開催中は、マイクは 「ミュート」でお願いします。



■「福岡県共助社会づくり基金」を活用して、ＮＰＯや企業、行政、大学

などの多様な主体が協働して地域課題の解決を図る社会貢献活動を支援

する助成金事業です。

■令和７年度で１３回目を迎え、これまでにあわせて２５２件に助成し、

さまざまな社会貢献活動に活用されています。
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ふくおか地域貢献活動サポート事業 とは？？

不登校・ひきこもりのための居場所づくり 海岸清掃 育児期女性の就労支援
地域の観光マップづくり 地域猫活動 子ども食堂での楽器演奏
読み聞かせボランティアの育成 不登校児童のための農業体験 などなど…



■本県では、NPOや企業、行政、大学などの多様な主体が地域の課題を解決する

ため、互いに支えあい、共に助け合う「共助社会」の実現を目指しています。

この趣旨にご賛同いただいた県民や企業の皆さんの想いを

「寄附」という形でお預かりし、

「多様な主体が協働して地域課題の解決に取り組む社会貢献活動」

へとつなぐ基金です。
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福岡県共助社会づくり基金 とは？？

■令和７年度の事業は、次の皆様からの寄附金を原資として実施します。

イオン九州(株)、九州朝日放送(株)、明治安田生命保険相互会社、

（株）セブン-イレブン・ジャパン、大坪ＧＳＩ（株）、 (株)ダイエー



① 応募できる団体

② 募集する事業

③ 審査基準

④ スケジュール
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①応募できる団体
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「協議体」 です

単独での応募はできません
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① 応募できる団体



「協議体」 とは

ＮＰＯ、企業、地域コミュニティ、行政、大学などの

多様な主体を構成員に含む団体

例えば…

ＮＰＯ × 市町村

企業 × ＮＰＯ × 大学

市町村 × 自治会等の地域コミュニティ組織

ＮＰＯ × ＮＰＯ

企業 × 大学 × 地域コミュニティ組織
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① 応募できる団体

・２団体以上であればok

・NPO同士もok



②募集する事業

８



■県内で実施する事業

①自由提案型

■多様な主体が協働し、地域課題の解決にあたる事業

■自由で先進的な発想や専門的なノウハウ等を活かした

公益性の高い事業
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② 募集する事業



■令和６年度採択事例（自由提案型）
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② 募集する事業

「育児期女性と地元企業をつなげるイベント」
飯塚市で、出産や育児をきっかけに育児期女性

を対象として、社会復帰のために自信や勤労意欲

を高める様々な講座を開催。

また、企業とのミートアップイベントも開催し、育児

期女性と企業とのつながりを創出。

◆伴走型子育てサロン HugCome Fam.（はぐ

くむふぁむ） ・・・企画運営、広報

◆特定非営利活動法人ママワーク研究所

・・・企画、講師

◆株式会社チャムズ ・・・企画運営、広報

◆飯塚市 ・・・会場提供、広報



②テーマ型

■災害支援枠

多様な主体が協働で行う県内被災地の復興支援及び防災活動

[対象となる活動の一例]

被災地の復旧作業・復興支援、被災者への支援（心と体の健康維持、生

活支援、医療・介護支援、子ども支援、障がい者支援等）、森林・農地の

復旧支援・防災保全、被災地の植樹活動、地域防災活動支援
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② 募集する事業



②テーマ型

■困難な状況にある子どもの支援枠

多様な主体が協働で行う困難な状況にある子どもたちへの支援活動

[対象となる活動の一例]

子どもの居場所づくり、子ども食堂の運営、学習支援、貧困家庭の子ども支

援、体験活動提供、相談支援
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② 募集する事業



②テーマ型

■健康増進枠

多様な主体が協働で行う県民の健康増進活動（ワンヘルスの推進）

[対象となる活動の一例]

県民が行う健康増進活動の普及支援、がん啓発、動物とのふれあいによる

健康づくり
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② 募集する事業



■令和６年度採択事例（テーマ型 子ども枠）
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② 募集する事業

「子ども食堂での音楽体験」

県内４地区のこども食堂において、子どもたちとその保護者

を対象に入場無料の絵本コンサートを開催。

また、こども食堂での音楽体験をきっかけに自ら音楽ホール

に足を運んでもらうため、５００円で入場できるこどもコンサ

ートを開催。

◆NPO法人えほん楽団 ・・・企画・運営、演奏

◆NPO法人愛い空、北九州市折尾西市民センター、

いかわ学校、ぶどう食堂実行委員会

・・・会場提供、広報



■１件あたり５０万円を上限に助成（補助率10/10）

■対象経費
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②募集する事業（助成対象）

区分 内容（例）

謝金 外部講師等に支払う謝金

旅費 事業従事者の交通費、外部講師の交通費・宿泊費

消耗品費用・材料購入費 消耗品・材料等の購入 ※単価5万未満のものに限る

委託費 パンフレット・チラシの印刷製本費、看板製作費用等

通信運搬費 電話代、郵送代、機材運搬費等

保険料 ボランティア等の傷害保険料等

使用料 会議室、会議室付属設備、リース料等

人件費 事業従事者に支払う手当・給料等

その他 その他事業に必要な経費※内容・使途目的は具体的に

※対象外経費

・財産形成につながるもの（工事請負費、備品購入費）

・食糧費（飲食代、接待茶菓子等）



■採択事業を広く発信！

・マスコミ向けプレスリリース

・コラボステーション福岡ＨＰ

・福岡県共助社会づくり基金ニュース
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②募集する事業（事業PR）

☆過去の基金ニュースはホームページでご覧いただけます。
コラボステーション福岡ホームページ → 「福岡県共助社会づくり基金（活用実績）」をクリック

（令和６年度ふくおか地域貢献活動サポート事業 事業報告書）



③審査基準
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■外部有識者を含めた

「福岡県共助社会づくり基金運営委員会」が審査

（自由提案型）
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③ 審査基準

1.目的・課題の把握
目的・課題の把握は明確で適切か

2.公益性・社会貢献性
地域社会にとって必要性・重要性が高いものか

３.独創性・先進性
団体の特性や専門性が生かされた独創性のある提案か

地域における
・課題とは？
・その原因となるものは？
・解決に必要なものは？
・どうやってそれを実現するのか？
・実施することでどんな成果が？
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③ 審査基準

4. 事業の実現性
・計画性・具体性があり、実現可能か
・適切・確実に事業を実施できる
人員、体制を有しているか

5.協働性
単独で行うよりも高い相乗効果が
期待できるか

6.継続性・発展性
・継続性・発展性が期待できるか
・ＨＰや広報誌等を活用した
積極的な情報発信が期待できるか

7. 積算内容の妥当性
各所要経費の積算は妥当なものか

・助成終了後、
事業の継続・発展方法について
考えられているか？
※この事業は単年度補助金です



（テーマ型 災害支援枠、困難な状況にある子どもの支援枠、健康増進枠）
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③ 審査基準

1. 目的・課題の把握
寄附者が設定したテーマや趣旨に合致しているか

2.  公益性・社会貢献性
被災地にとって緊急性、必要性、重要性が高いものか、災害に強い地域づくりに資するものか

貧困など困難な状況にある子どもの支援に直結し、必要性、重要性が高いものか
県民の健康づくりに資するものか

３．事業の実現性
計画性・具体性があり、実現可能か

適切・確実に事業を実施できる
人員、体制を有しているか

４.  協働性
単独で行うよりも高い相乗効果が期待できるか

５. 積算内容の妥当性
各所要経費の積算は妥当なものか



④スケジュール
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◇募集期間 3月１７日（月）～４月２５日（金）

◇審査会(オンライン) ※プレゼンテーションが必要

５月１９日（月）、５月２０日（火）

◇採択事業の決定結果通知 ６月上旬 ～６月中旬頃

◇交付決定 6月下旬頃 ※事業を開始できる日
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④ スケジュール



ご清聴、ありがとうございました

お問合せ
コラボステーション福岡 協働班

TEL 092-643-3938
FAX 092-643-3848

MAIL kyodo@pref.fukuoka.lg.jp
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